JWW－CAD　Ver.5.11　操作ガイド　　　　　　　2009年04月16日　T.Goya

　　　　　　　　　　　　　Ver.6.11a　（2009年2月以降Ver.upしました。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CL:マウスのクリック　L:マウス左　R:マウス右
	No
	ITEM
	Menu、　TGT
	操作

	Inst
	インストールと起動
	jww511e.exe
	解凍し、jw_win.exe を起動する。

設定ガイドで基本,表示など設定。環境ファイル読み込

	１
	マウスクリックの基本
使い分けが重要
	FreeとRead
	描画時の左CLクリックはフリー位置指定
右クリックは点又は交点の指定。

	2
	円
	　○
	円、楕円、円弧、寸法等指定は上部コマンドメニュー

	3
	方形
	　□
Ver. 6.00からは

ソリッドに✓で塗潰しの■が出来る。

色変更はNo.59参照
	短形にチェックを入れる
寸法を右クリックで数値入力すれば、選択ポイントを

基準としての配置起点の選択が可能。

寸法枠の矢印を左クリックで無指定を選択すれば、

画面上で自由に描画できる。

	４
	線
	　／
	短形チェックをはずす。15度毎をチェックすると
15度ステップで角度を変えられる。他は円と同様。

	５
	拡大、前倍率、全体、
縮小
	マウス左右同時押し
	同時に押して、上下左右の45度ドラッグでコマンドが変化する。拡大は範囲を画面上で決める。

	６
	15度傾き
	□15度毎
	短形、線、楕円等を15度毎に傾斜できる。

	７
	角度指定
	傾き□▼
	· を右クリックで数値入力メニューが表示される。
勾配入力はX軸１に対してのy軸寸法を

／／．４５のように入力する

	８
	部分線消去-1
	消去　点選択
	Ｌ－ＣＬで線を選択→R-CLで始点→R-CLで終点

	
	部分線消去-2
	消去　自由位置
	Ｌ－ＣＬで線を選択→L-CLで始点→L-CLで終点

	９
	全線消去
	消去　
	右クリックで線を選択

	10
	配置基点指定
	□
	短形の寸法を指定した場合、配置の起点をLorRで指定し、そこを基準点として□の中心、各角、各辺の中心の
9点を基点として描画できる。決定はLorRクリック。

	11
	クロックメニュー
	L,Rのドラッグのコマンド
	マウスのドラッグで、オフセット、属性取得など９６通りのコマンドが選択できる、中に戻せばキャンセル。　出入orマウスCLでＡmＰｍ変更。コマンドは別紙

	12
	円　○の基点指定
	上部メニューの基点
	指定寸法の円の基点はメニューの基点クリックで45度ステップで指定できる。

	13
	アーク
	円弧に✓
	中心点指定し、開始、終点をクリックで指定。

	14
	楕円
	○、円弧✓は外す
	半径指定、扁平率指定、傾き指定が出来る。

	15
	垂線
☆便利な機能
	／,クロックR９,０
線上点
	円又は線上に垂線を引く。線入力モードで任意の線上
で、RCL12時にすれば垂線が書ける。

線上の任意の点でRCL9時で点を設定し、次にRorLの

CLで線上の任意の点からの線が書ける。


2009年2月21日　No.3に追記

	16
	オフセット
	クロックR６
矢印で方向指定
	任意の点をRCL6時でオフセットコマンド。
値は数値入力又は数字と→キーで方向指定

□入力時は基点を9点に出来る、円形は中心のみ。　

	17
	間隔指定線
	二線
	指定線と平行に2本の線を作成。

基準線をLクリックで選択→始点を指定、終点を指定。



	18
	連続指定
	二線
	基準線の変更をLLで行えば連続した二線作成可能。

間隔変更は方向を変更した後で行うこと。

200,-400で同一方向に描画、間隔反転で方向反転。

	19
	中心線（2本の線の中心）
	中心線
	円、又は線をLクリックで選択し、起点と終点を画面上で指定すると、2本の線の真ん中に線を追加する。

	20
	分割　　線と線の間
	編集→分割
	メニューバーの等距離分割分をチェック→割数書き込み→Lクリックで線と線を選択。　線間が指定数で分割される。

	21
	分割　　円弧　点分割
　　　　　　　距離分割

　　　　円　　

　　　　線分割

２点空間分割


	編集→分割　
等距離
分割数入力


	メニューバー仮点✓→起点右→終点右→円弧選択左
仮点→起点右→左で線選択

起点に仮線を引き、右で2回同一点CLし円左CL

起点右→終点右→線左

起点右→終点右→間右CL

＊仮点は印刷されない

	22
	複線
	複線

複線前回同一間隔

線長変更複線
	線左選択→間隔入力→方向マウス移動→左クリック
線右選択→方向マウス移動→左クリック

線選択LorR→shift＋起点選択LorR→終点選択

	23
	連続複線
	複線
	複線を1本作成した後に、メニューの連続を押すと
その回数分の線が同一間隔で追加される。

	24
	連結複線と寸法変更
	複線
間隔変更連続複線
	複線を作成した後に、次の線を右選択し、方向を決めた後、右クリックで最初の複線と連結した線が出来る。
次の線を左クリックし、間隔入力→右クリック

	25
	コーナー作成
	コーナー
　　線切断コーナー
	コーナーを作成したい2本の線を、残したい側を
左クリックで選択。

線を右クリックし線が切断後にコーナー作成

	26
	伸縮　線の短縮or伸張
	伸縮
　　　基準線選択
	残したい側の線をLクリック→指定点右or左クリック。
RRで基準線選択→進捗したい線の残したい側をL

	27
	一括伸縮
	伸縮→ 一括処理
	基準線L選択→一括処理したい線の最初と最後の線を
L選択→残したい側を右クリック。

	28
	パラメトリック変換
	その他→

パラメトリック変形

orパラメ
	範囲ドラッグ→選択確定→基準点指定→方向、倍率、回転角、位置選択可能→LorRクリックで確定。
次のコマンドを入れるまで解除にならないので注意


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008/12/21　No.29に追記
	29
	寸法線記入

（左から右、下から上に
記入すること。）
	寸法
メニューバーに＝が有ることを確認
端部記号指定する。
=(1),=(2)は自動設定値を指定になる。
	引き出し線開始位置、寸法記入位置を左クリック
０/90で垂直寸法線を指定できる。

開始位置を左クリック、終点を左クリック。

Rクリックで前の終点が次の開始位置になる。

リセットで新たな寸法線開始。



	30
	円の鉛直線と円周線
	／
	垂直水平に✓し円周上を上下左右点を右12時のクロックで、4点からの垂直線。
✓無しで円に対し鉛直線。

	31
	移動・角度指定
	移動
	左上Lクリックから右下に範囲を決めLクリック→

選択確定→基点、角度等を指定しLorRで位置指定。

範囲の追加、除外可能

	32
	角度線への配置貼り付け
	
	

	33
	複写
	複写
	範囲指定→選択確定→基点指定→LorRで位置確定

連続で同じ条件で繰り返し複写できる。

	34
	複写・オフセット
	
	

	35
	文字入力
たて文字入力
	文字
文字→垂直、縦字✓
	図面上の文字をLクリックで移動、Rで複写

基点(　)で文字枠の基点位置指定メニューがでる。
縦方向の文字入力が出来る。

	36
	フォント
	
	メニューバー左端の部分で文字種選択

	37
	属性・線種変更
	表示→ツールバー→

線属性（１）→OK
	線属性表示、このサイドメニュークリックで属性変更可
線の上で、左クロック6時で属性取得→

変えたい線上で左クロック5時で線種変更できる。

	38
	範囲内の線色変更
	範囲→属性変更→色指定
	範囲内の線の色を変える。（レイヤー変更は別項）
メニューバーの属性変更で指定線色✓→色、種類指定

	39
	ハッチング


	[作図]→ハッチorサブメニューのハッチ
	はじめの線Lクリック→ハッチ範囲の線を順次L選択
→最初の線を再度クリック。　又は連続閉鎖線を右クリック。何れかの方法で範囲を決定→１線,３線,角度

ピッチ等を指定→実行　範囲の解除はクリアー　

	40
	円周１／４スナップ
(円周1/4を基点で描画)
	右クロック１２時
	円周の大体1/4の点で右クロック12時。

線の時は水平垂直に✓が無いと鉛直線になる

	41
	中心点スナップ

(円の中心を基点で描画)
	右クロック３時
	円の線上で右クロック3時。

円弧に✓が無いこと。

	42
	包絡

	編集→包絡処理　or

包絡　　　　　　or
左クロック３時
	範囲内の交点に挟まれている線は削除される。

交点と端点は消える。

線は同じ属性の事。


包絡処理の例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	43
	目盛り

目盛り表示では目盛り点を右クリックがポイントとして選択するので注意
	∠０
軸角度０度

∠０・

軸角度０度目盛有り
	表示のステータスバーに✓していると、画面右下に

∠０が出る。これを左クリックで設定画面になる。

目盛りは実寸に✓（ハッチング、文字は図寸）

1/1は設定間隔で点が出て、1/2では設定の1/2点に

水色点が出る。表示しない場合はOFFにチェック

	44
	測定
2点間などの測定

測定値の四則演算も可能
	測定　

メニューの設定→

長さ取得→2点間
	測定ポイント2点を指定→【累計長】間隔長で左下に表示される。
／→設定→長さ取得→2点間→測定点指定で上部に

寸法　910　と出るが、この枠内数字の右にカーソルを置き、/2とすれば1/2などの四則演算が出来る。

	45
	印刷
うっかりLをクリックしないこと。
	印刷→プリンター設定→Lクリックで印刷開始。
	メニューの設定→基本設定の一般(1)の用紙枠を表示するに✓。初期は必ずA4になっているので、プリンターの設定で希望用紙に変更すること。

	46
	レイヤー
	レイヤーグループ
レイヤー

書き込みレイヤー

非表示レイヤー

レイヤー一覧

新規オープン時

ALL

レイヤー表示例

　グループ□

　レイヤー○も同じ
	各グループに16のレイヤーが有り、グループの縮尺は1つのみ。縮尺を変えるときは別グループに変更要。
１－９、A-Fの１６有る。

レイヤーNo.右クリックで○枠が赤になり書き込み。
書き込みレイヤー左クリックでレイヤーのデータ表示

レイヤーNo左クリックで黒○編集可能、数字のみ○無し表示のみ、無表示の非表示に変わる。

書き込みレイヤーを右クリック。

図面が表示されているときに新規オープンすると、

レイヤー情報は残ったままになる。

書き込みレイヤー以外の一括モード変更。

　　　　　　　左の□：文字以外のデーターあり

　　　　　　　右の□：文字データー
　　　　　　　

	47
	レイヤーの名前
	赤枠レイヤー右CL
	一覧表示→レイヤー番号番号左CL→名前入力

	48
	クロスラインカーソル
	設定→基本設定
（範囲指定が容易）
	クロスラインカーソルと範囲始点のみに✓を入れると
範囲選択時に長いカーソルが表示される。

	49
	属性取得
	左クロックメニュー
	選択したい線の上で左クロックメニュー6時で
線の属性、レイヤーが取得できる。

書き込みレイヤーも変更されることに留意必要。

	50


	図形
	その他→図形
	ライブラリーのデーターを表示できる
線色は登録時のものになる

倍率は％表示ではない。倍率１。。－１で上下逆

	51
	色の指定
	設定→一般２
	線色（画面、印刷）、線幅、画面色の指定が出来る


	52
	画面のメモリー
	右下の倍率左CL
	表示範囲記憶をクリックすると、そのときの倍率での

表示が記憶され、画面表示指定の全体が範囲に変わる。
表意指定はLR同時ドラッグで4方向で行う。

	53

	基準点変更
	移動等の範囲設定→
右クロック12時
	希望の基準点で実施すると、

範囲選択確定と基準点変更が同時に行われる。

	54
	倍率指定
	複写など→倍率指定
	倍率指定を－１，１とすると、左右反転になる。
１、－１では上下反転。

	55
	2点の中心
	線/選択→右クロック3時
	点Aを右クロック3時→点B選択で2点の中心を始点とした線が引ける。

	56
	戻る（操作前に戻る）と
進む（戻りすぎた時に

元に戻す）


	メニューの戻る
Ctrl+Yキーで進む

または[編集]→進む
	戻るは操作間違いなどの場合に操作前の状態に戻す。
メモリーの許す限り戻ることが出来る。

戻しすぎた場合はCtrl+Yで、戻ると逆方向に進めることが出来る。

	57
	ファイル結合
	範囲→基準点選択→
編集→コピー→受け側ファイルで編集→貼り付け
	コピー元のデーターは全て編集可能レイヤーのこと。
コーピー先の縮尺を合わせておくこと。

貼り付け時に作図属性で“□元レイヤー”に作図に✓

	58
	一括処理
	一括処理
	伸縮、消去のコマンドで複数の線を同時に処理できる。

	59
	塗りつぶし、

ソリッド加工と言う
（連続線指示で囲まれた範囲を塗りつぶす。）
	作図→多角形→任意
→ソリッド図形✓線の範囲を指定→作図

（左下の操作メッセージを見ながら）
	円・連続線指示をツールバーで指定すれば、１クリックで連続した線の範囲が指定できる。

レイヤー順表示にするには、設定、ソリッドをレイヤ順に✓。色の変更は色指定した後にShift+Lクリックで

変更したい部分をクリックする。

	60
	フレーム
（未完成です）
	印刷の時の枠と他の
コメント記入
	フレーム（印刷用の枠）は縮尺1/1で作成のこと。
印刷用の枠、尺度、図面名前などを作っておける。

	61
	環境設定ファイル
	設定→環境設定ファイル→書き出し
	自分で使い易い様に設定した条件を書き出しておけば、何らかの原因で設定が変わっても読み出すことで元に戻る。読み出しは　設定→環境設定ファイル→読み込

	62
	データー保存（新規）
	File→名前を付けて保存→新規→名前の入力→fileとJWWのチェック確認→ok
	File保存のフォルダーを確認しておくこと。

ホルダーを新規に作成するときは、

名前の入力をホルダー名にして、ホルダー」にチェックを入れるとホルダーが出来る。ただしFileはホルダーを作成した後に保存をしなければ、ホルダーだけが作成された状態になっているので注意。

	63
	文字の設定　　寸法文字
文字入力の文字
	寸法→設定
文字→メニューの

[1] W=* H=* D=*(1)
	コマンドメニューバー（2段目）の設定で文字種類を数字で選択。
文字の種類の設定はメニュバー（一番上）設定（S）→

基本設定→文字でサイズ色を設定できる。

メニューの左端枠を左クリックして文字種類を選択する。種類の設定は寸法の上記と同じ。


2008/12/21　No59に追記、2009/01/08　再追記

	64
	印刷

注）

印刷したいレイヤーのみ

表示をしておくこと。
	右側メニューの
印刷→プリンタの設定→画面をクリック
	注意）画面をクリックすると印刷されてしまうので

注意が必要。印刷終了後は何かのコマンドを（例えば線の／をクリック）しないとうっかり画面クリックで

再度印刷されてしまう。補助線は印刷されない。

カラー印刷は、プリンター設定ok後に上部メニューバーでカラー印刷に✓、また、印刷の向きも変更可。


少し高度な処理
	65
	線に接する円
	[作図]→接円
	2つの円を選択し、つながる接線を書く

	66
	円に接する線
	[作図]→接線
	2つの線を選択し、それに接する円を書く。
半径指定または画面上で指定が出来る。

	67
	コーナーの処理

（ｒ付けなど）
	左側コマンドメニュの面取
	上部メニュで処理の内容を選ぶ（角面、丸面など）→寸法記入
次に処理をしたい2本の線を選択する。

	68
	部分拡大図作成
（同一レイヤーグループの縮尺は1つしか指定出来ない）
	複写→基準点変更→
作図属性
	1つのレイヤーグループでは縮尺は1つのため、
部分的に拡大図面を作成するには、レイヤーグループを分ける必要がある。拡大図作成手順例を記載します。2→４の例
・元の図のレイヤーグループ２と拡大図のレイヤーグループ４
　の縮尺を一旦同じにしておく。

・拡大レイヤーグループを書き込みレイヤーにし、（赤□４）
元のグループを編集レイヤーにする（黒□２）
・複写→範囲を選択→基準点変更→作図属性→
“□●書き込みレイヤーグループに作図“に✓→OK
・位置を選択して貼り付け（ドット表示無ければ右クリックで）（貼り付け位置は出来るだけ画面中央がよい。）
・書き込みレイヤーグループの縮尺を希望値に変更する。

	69
	画像の貼り付け
	
	

	70
	半径や角度の

記入
	
	作成中
寸法記入の角度指定



	71
	線の種類の変更
	線属性→線種、色指定→クロックメニュ
	線属性で変更したい線の色と、種類を指定。次に

変更したい線の上にカーソルを移動して、マウスの左ボタンを押したまま5時の方向にドラッグ。線種変更が表示されて
線種が変更される。　数本まとめて変更するには

範囲で変更したい線を選び→属性変更→指定線色、指定線種に変更にチェックを入れて

OKとすれば変更できる。

	72
	寸法の文字変更
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